
 ♦取材に協力してくれた人♦
・㈲キッズサポートCOCOまる
　利用者(東出匡紀さん)、職員(高橋扶美子さん)
・理容室MASOK店長（山口貴之さん）

　買い物やおしゃれを楽しんだり、カフェで食事
をしたり、わくわくすることは、障がいの有無に
かかわらず誰にとっても大切なことです。
　地域で障がい者を支えるには、障がいについて
理解してくれる人の存在が必要不可欠です。

　障がい者の中には、一見して障がいを持っ
ていることがわからない人もいるため、落ち
着かない行動やしぐさから「変な人」と見ら
れることも少なくありません。
　また、「しつけのされていない子」「しつ
けのできない親」という目で見られることも
あります。それはとても悲しいことです。
　わたしたちの周りに障がいを理解し、支え
てくれる人やお店が増え、地域全体にあたた
かい心が広がれば嬉しいですね。

そわそわ…

　　　　　もぞもぞ…そわそわ…

　　　　　もぞもぞ…

耳のそばは
さわられるの
がイヤだよぉ

大丈夫、大丈夫♪がんばってるねぇ
すごいなぁ～。ありがとう！！
かっこよくなるからね～♪

ひがしで まさ  き たか はし  ふ   み   こ

やまぐち たかゆき

ハートン

安城市社協基本理念
「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」
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今月の題字は、
城南町の浅

あ さ

井
い

りえさんの作品です。

特集 会長就任あいさつ・理事会役員紹介
　　　　　　　　平成27年度　事業報告・決算報告

あんじょう 社協だより
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市補助金収入
2億7,164万円
(20.2％)

市受託金収入
6億2,107万円
(46.2％)

高齢者の福祉に
6億5967万円
(49.1％)

その他の収入
1億4,372万円
(10.7％) 会費・寄付金収入

1,684万円(1.3％)

県社協受託金収入
322万円
(0.2％)

共同募金に関する
ことに
2,692万円(2.0％)

啓発活動に
964万円
(0.7％)

地域福祉の推進に
1億7,126万円
(12.7％)

地域福祉の推進に
1億7,126万円
(12.7％)

社協の運営に
2億1,681万円
(16.1％)

その他の事業に
7,417万円
(5.5％)

児童の福祉に
4,307万円
(3.2％)

障がい者の福祉に
1億4,313万円
(10.7％)

障がい者の福祉に
1億4,313万円
(10.7％)

介護保険・障害福祉
サービス等収入
2億8,818万円
(21.4％)

介護保険・障害福祉
サービス等収入
2億8,818万円
(21.4％) 収入 支出

平成27年度　安城市社会福祉協議会

事業報告及び決算報告事業報告及び決算報告
事 業 報 告

決 算 報 告

決  算  総  額

③災害に対応できる体制の整備

　町内福祉委員会を中心とした地域見守り活動を
60地区で実施し、市全体の約８割に拡大するこ
とができました。
　また、地域活動を実践する人の新たな出会いや
活動展開のための情報交換の場となる「地域福祉
マッチング交流会」と「サロン活動博覧会」を同
時開催しました。

①地域包括ケアシステムの推進

　中学校区ごとに配置されている地区社協とともに
生活支援コーディネーターが高齢者の介護予防と生
活支援にかかわる活動推進と関係者間のネットワー
クづくりに努めました。
　また、地域ケア地区会議、生活支援ネットワーク
会議を開催し、地域住民や医療、介護、福祉の関係
者とともに地域課題を共有し、解決のための話し合
いをしました。

　大規模な災害に備え、安城市が実施している一般
避難所開設訓練に加え、社協では安城市初となる福
祉避難所開設訓練を実施しました。
　また、災害ボランティアセンターの運営を視野に
災害ボランティアコーディネーターの養成に取り組
みました。

13億4,467万円

　安城市社協の平成27年度の決算総額は約
13億４千万円でした。
　収入は安城市からの受託金が約６億２千万
円で約半分を占めています。
　また、支出では高齢者の福祉に約半分の約
６億６千万円を活用しています。

②地域見守り活動推進事業の拡大と
　支援体制の強化

　地域見守り活動や安否確認をサポートする事業
として、鍵の預かり事業を開始しました。
　また、多世代で支え合う地域づくりの一環とし
て、若者向けの婚活事業やシニア向けの交流事業
等を実施しました。

④ニーズへの対応

　日ごろは、地域福祉の推進にご理解とご協力をいただき
ありがとうございます。
　この度、平成28年６月20日に会長に就任いたしました。
これまでの経験を生かし、社協の目的である地域福祉活動
の推進と、その目的を全うできる組織体制を持つ社協づく
りに努めてまいります。
　近年、少子高齢化が進み、地域での人間関係の希薄化が進んでいるとの指摘があります。
また、平成に入ってから３度の大震災やその他の災害が数多く発生しています。このような
状況の中、社協の役割であるきめ細かな地域福祉の推進のため、社会状況の変化に応じて、
様々な課題に立ち向かっていく所存でございます。
　地域福祉活動は、住民のみなさまの助け合いと支え合いを基礎として成り立っています。
特に災害時の対応では地域の人たちの支え合いの大切さが改めて認識されています。行政や
社協が先導役になるとしても、住民のみなさま自身の活動が何よりも必要です。
　安城市社協は、「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」を基本理念に、平常時も災
害時も、住み慣れた地域で安心して暮らして行ける地域社会づくりを目指してまいります。
今後とも、みなさまのお力添えをいただきますようお願い申し上げまして、就任のご挨拶と
いたします。

社会福祉法人 安城市社会福祉協議会　　

会　長　神谷　明文

会長就任あいさつ

役　員　紹　介

　平成28年６月20日付けで、理事、監事、
評議員の改選がありました。
　就任初日の６月20日に理事会を開催し、
互選により、会長、副会長が選任されました。
　永年にわたり、社会福祉協議会の発展にご
尽力いただきました神谷和也会長が退任され
ましたが、引き続き役職員一丸となって、安
心して暮らせる地域づくりを推進してまいり
ますので、よろしくお願いいたします。

会　長　　神谷明文（民生児童委員協議会代表）
副会長　　鳥居　保（町内会長連絡協議会代表）
　〃　　　柴田綾乃（民生児童委員協議会代表）
理　事　　加藤研一（町内会長連絡協議会代表）
　〃　　　岡本　章（町内会長連絡協議会代表）
　〃　　　加藤則義（民生児童委員協議会代表）
　〃　　　田村　脩（商工会議所代表）
　〃　　　清水誠司（医師会代表）
　〃　　　鈴木逸郎（社会福祉法人代表）
　〃　　　日比野繁喜（ボランティア団体代表）
　〃　　　本田𠮷則（学識経験者）
　〃　　　石川　誠（学識経験者）
　〃　　　鈴村公伸（行政代表）
　〃　　　新川妙子（社協が運営する施設の長）
常務理事　　大見　智（社協職員）
監　事　　岩井洋二（町内会長連絡協議会代表）
　〃　　　小松秀幸（学識経験者）

（敬称略・カッコ内は選出区分等）
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　「平成27年度事業報告書・決算書」は、平成28年７月15日㈮から８月16日㈫まで社会福祉会館１階にて公開しています。
　また、「平成27年度決算書」は社協ウェブサイトにおいても公開しています。 あんじょう 社協だより
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　永年にわたり、社会福祉協議会の発展にご
尽力いただきました神谷和也会長が退任され
ましたが、引き続き役職員一丸となって、安
心して暮らせる地域づくりを推進してまいり
ますので、よろしくお願いいたします。

会　長　　神谷明文（民生児童委員協議会代表）
副会長　　鳥居　保（町内会長連絡協議会代表）
　〃　　　柴田綾乃（民生児童委員協議会代表）
理　事　　加藤研一（町内会長連絡協議会代表）
　〃　　　岡本　章（町内会長連絡協議会代表）
　〃　　　加藤則義（民生児童委員協議会代表）
　〃　　　田村　脩（商工会議所代表）
　〃　　　清水誠司（医師会代表）
　〃　　　鈴木逸郎（社会福祉法人代表）
　〃　　　日比野繁喜（ボランティア団体代表）
　〃　　　本田𠮷則（学識経験者）
　〃　　　石川　誠（学識経験者）
　〃　　　鈴村公伸（行政代表）
　〃　　　新川妙子（社協が運営する施設の長）
常務理事　　大見　智（社協職員）
監　事　　岩井洋二（町内会長連絡協議会代表）
　〃　　　小松秀幸（学識経験者）

（敬称略・カッコ内は選出区分等）

かみ  や  あき ぶみ

とり  い　　  たもつ

しば   た　あや　の

 か   とう けんいち

おかもと　　あきら

 か   とう のりよし

 た  むら 　　おさむ

し  みず せい  じ

すず  き   いつろう

  ひ 　び　 の　しげ  き

ほん  だ　よしのり

いしかわ　　 まこと

すずむら  たか のぶ

にいかわ たえ  こ

おお  み　　 さとし

いわ  い　よう  じ

 こ  まつ ひでゆき

  かみ  や  かず  や
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　　平成２８年熊本地震義援金の受付が平成29年３月31日まで
延長になりました。息の長いご支援をお願いします。

ハートンからの
　おしらせだよ！

問い合わせ

中部福祉センター
☎７6－００９０

明祥プラザ
☎９２－３６４１

桜井福祉センター
☎９９－７３６５

ボランティアセンター
☎７７－２９４１

日　時　・　場　所
８月４日（木）
午後１時３０分～３時
中部福祉センター　教養娯楽室

８月18日（木）
午後１時30分～３時
明祥プラザ　多目的室

8月2７日（土）
午前10時～１１時30分
桜井福祉センター　多目的室１

8月6日（土）
午後１時～４時
社会福祉会館　集会室

介護者の
つどい　

介護者　　
おしゃべり
サロン　　

※介護者おしゃべりサロンは当事者による自主グループです。
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在
勤
の
ボ
ラ
ン

　
　
　
　

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
者

定
　
員
▼
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
無
料

受
　
付
▼
７
月
20
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
電
話

　
　
　
　

に
て
受
付

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
（
77
）
２
９
４
１

　

い
つ
も
ご
自
宅
で
介
護
を
が
ん
ば
っ
て
い

る
み
な
さ
ま
、
同
じ
悩
み
を
話
し
合
い
、
温

泉
や
美
味
し
い
食
事
を
楽
し
ん
で
日
頃
の
疲

れ
を
癒
し
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
▼
11
月
10
日
㈭

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
（
予
定
）

行
き
先
▼
片
岡
温
泉
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス

　
　
　
　
（
三
重
県
三
重
郡
菰
野
町
）

対
　
象
▼
介
護
認
定
が
要
介
護
１
以
上
の
人

　
　
　
　

を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
お
よ

　
　
　
　

び
そ
の
家
族
・
友
人

定
　
員
▼
60
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
介
護
者　
　
　

２
千
円

　
　
　
　

家
族
・
友
人　

３
千
円

　
　
　
　

※
昼
食
が
つ
い
て
い
ま
す

移
動
手
段
▼
市
内
指
定
場
所
か
ら
バ
ス
で

　
　
　
　
　

移
動

申
込
期
間
▼
７
月
20
日
㈬
～
10
月
８
日
㈯

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　

事
業
係　

☎
（
77
）
２
９
４
１

　

み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
16
日
～
５
月
31
日
受
付
分
／
敬
称
略

（
五
十
音
順
）

▼
天
野
光
代
▼
安
城
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
▼

安
城
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
▼
安
城
市
国
際

交
流
協
会
総
会
▼
安
城
市
七
ヶ
浜
交
流
団
▼

安
城
中
央
商
店
街
連
盟
▼
安
城
市
町
内
会
長

連
絡
協
議
会
・
安
城
市
自
主
防
災
組
織
連
絡

協
議
会
▼
安
城
葬
祭
業
組
合
▼
安
城
天
文
同

好
会
▼
ア
ン
デ
ン
㈱
▼
池
田
哲
也
▼
市
川
順

子
▼
大
池
ラ
ジ
オ
体
操
美
化
ク
ラ
ブ
▼
荻
野

留
美
子
▼
介
護
者
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
▼
学

校
法
人
さ
く
ら
学
園
安
城
生
活
福
祉
高
等
専

修
学
校
・
慈
恵
歯
科
医
療
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専

門
学
校
▼
㈱
安
城
有
専
31
名
▼
神
谷
鋭
子

▼
き
き
ょ
う
や
一
同
▼
北
明
治
福
祉
委
員
会

「
喫
茶
わ
く
わ
く
」
団
▼
佐
野
里
美
▼
祥
南
小

学
校
▼
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
13
期
Ｏ
Ｂ
会
▼

城
向
町
内
会
▼
新
安
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
会
員
一
同
▼
創
年
塾
耕
し
人
▼
築
山

昌
立
▼
橋
本
宗
春
・
茂
子
▼
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
▼
深
津
園
芸
㈱
▼
福
田
雅
一
▼
藤
野
町

内
会
▼
碧
海
信
用
金
庫
▼
別
郷
町
内
会
▼
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
安
城
第
１
・
２
・
４
団
▼
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
北
明
治
の
会
▼
Ｈ
ｏ
ｒ
ｉ

ｕ
ｃ
ｈ
ｉ
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
▼

真
子
時
子
▼
㈲
藤
井
造
園
▼
そ
の
他
募
金
箱

へ
多
数
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
▼

　
　
　
　
　

事
業
係　

☎
（
77
）
２
９
４
１

　

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
情
報
交
換
の
場

で
す
。

　

申
込
み
・
参
加
費
は
不
要
で
、
途
中
で
の
入

退
室
も
可
能
で
す
。
介
護
を
し
て
い
る
人
、
介

護
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

あんじょう 社協だより
         '16 7/15 　－ 4 －


